
User Report：
株式会社プロネクサス

　株券の印刷専業会社として歴史が始まったプロネク
サスは、1930年に証券の印刷専門会社として、前身で
ある亜細亜商会の名の下で創業。その後、亜細亜証券
印刷株式会社を経て、2006年に「株式会社プロネクサ
ス」へと商号を変更した。現在では、企業のディスクロー
ジャーやIRを支援する専門会社として、高度な実務ノウ
ハウとITを駆使したトータルソリューションを提供。
2020年には創業90周年を迎えている。
　同社の戸田工場では2021年3月、株式会社SCREEN 
ICT ソフトウエアが開発したデジタルワークフロー自動
化ソフトウエア「デジタルコンテンツファクトリー E2E」を
導入し、刷版工程における自動化運用を開始した。

　戸田工場の工場長である西山健児氏
は、「生産現場としては、品質で顧客ニーズ
に応えることが重要です。また、印刷品質
や納期だけでなく、製造する印刷物には
決算情報などが記載されるため、情報
漏えいを防ぐための高度なセキュリティー
体制が求められます。証券印刷で培った
絶対品質のモノづくりを継承し、デジタル
技術を効果的に取り入れて、お客さまの信
頼やニーズに対し、当社は常に絶対的な
品質でお応えしています」と、顧客を見据
えた品質管理の重要性を強調する。

　上場企業をメインに4,000社近くの取引
先を有する同社だが、そのうち約1,500社
の株主総会が毎年6月に開催される。その
ため総会関連の印刷物が集中し、同工場
にとっての繁忙期となる。副工場長の住田
竜彦氏は、「繁忙期の刷版工程は、まさに
激務といえるため、生産効率を向上させる
ことが急務でした」と述べる。
　同社の刷版チームは、4人体制で面付け、

検版、CTP出力を行っており、通常期であ
れば日勤だけで作業が完了する。しかし
繁忙期には、日勤・夜勤の24時間体制で
対応している。そこで、通常期から多能工
教育を進め、繁忙期にマンパワーが不足
しないよう備えている。
　生産管理部・刷版チームの大山輝也氏
は、「教育を受けた応援社員にもRIPの操
作を依頼しますが、やはり簡単な作業しか
頼めません。そのため、複雑な作業は当
チームの社員が行う必要があります。結果
として、当チームの社員の作業負荷は軽減
できませんでした」と、繁忙期の実情を振
り返る。
　加えて、多忙な中での作業は、さまざま
なミスが起きやすい。その中で大山氏が
特に問題視していたのが、ヒューマンエ
ラーの発生だ。この課題をSCREEN GP 
ジャパンの営業担当者に投げ掛けたとこ
ろ、自動化を基軸とした課題解決の提案

があったという。その提案こそが、今回の
「デジタルコンテンツファクトリー E2E（以
降、DCF）」の導入による刷版工程の自動
化だ。

　刷版工程の自動化に向けて同工場では、
まず2019年に「EQUIOS」を導入。それに
伴い、各拠点に設置していた他社製RIPを
廃止し、戸田工場だけに「EQUIOS」を導
入することでRIPを1台に集約。工程を一元
管理できる体制を構築している。
　生産管理部・グループリーダーの遠山
孝氏は、「導入以前は、同じ会社であっても
各拠点での設定を合わせることが難しく、
知らないうちに設定に差ができ、結果とし
てプルーフと印刷物に差異が生じることも
ありました。『EQUIOS』導入の際には、RIP
を戸田工場の1台に集約し、前工程のある
全拠点から戸田工場にアクセスすること
で、共通の設定で運用できるようにして
います」と振り返る。
　「EQUIOS」の導入・運用により、機能の
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安定性や処理時間の短縮など、刷版工程
における効率化に効果があった。また、一
元管理による運用を開始したことで、他拠
点の進捗状況もリアルタイムで把握できる
ようになったという。
　同社では、「EQUIOS」の中に3,400種も
のテンプレートを所有している。「ジョブご
とに都度、テンプレートの作成から始めて
いたら時間がかかるため、オペレーターは
作業時間を縮めようと焦ってしまいます。
その結果、ミスが生じることもあります。そ
こで、お客さまのニーズと印刷・後工程の
仕様に合わせたテンプレートを準備してお
くことで、作業の簡略化とヒューマンエラー
の防止を図っています」（大山氏）
　しかし、この運用では、知見のある専任
者が3,400種ものテンプレートの中から
案件に合致するものを選定・指示し、オペ
レーターがそのテンプレートを「EQUIOS」
で検索して、ジョブを作成しなければなら
ない。この選択時に間違いが起こる恐れも
ある。そこで、テンプレート選定やジョブ
作成作業の自動化を実現するために導入
されたのが「DCF」だ。

　DCFは、印刷業におけるDTP、製版、刷
版工程などのデジタル生産工程における
システム連携、設定、操作を、プログラム
不要で自動化するワークフロー自動化ソ
フトウエアだ。既存のパッケージ製品とは
異なり、時代の変化や業務の変更などに
合わせて、柔軟に処理工程の組み替えが

可能である。同社では、既設のMISと
「EQUIOS」を連携させることで、自動化
運用を構築した。
　MISの情報を基にDCFが最適なテンプ
レートを自動で指定し、「EQUIOS」にジョ
ブを自動作成する。これにより、従来は専
任者が必要だった作業を自動化でき、オ
ペレーターによるジョブ作成も不要となっ
たため、作業の大幅な効率化を実現。加え
て、大山氏が懸念していたヒューマンエ
ラーを抑制できるようになった。
　導入以前のヒューマンエラーの発生数
は年間86件。2021年4月のDCFの運用開
始直後に繁忙期（5月、6月）を迎え、その
間だけで約5,500件ものジョブを処理し
たが、現時点でヒューマンエラーの発生は
“0件”であるという。
　「年間86件という数字は、あくまでも確
認できた件数で、実際は、『ヒヤリハット』、
つまり検査工程によって未然に防止できた
ものを含めると、年間300件ぐらいはあっ
たと思います。しかし導入後、ヒューマンエ
ラーは全く発生していません。さらに、より
効率的な工程の見直しも進めています」
（大山氏）
　実際、総労働時間は12％減少し、面付
けの作業時間だけで見ると85％も減少す
るなど、驚異的な成果をもたらしている。ま
た、以前は2人体制だった面付け作業は、
運用開始後、通常期・繁忙期に関係なく常
に1人で対応できるようになった。単純計
算で作業性が50％向上したことになる。さ
らに、従来繁忙期に補充していた応援社
員を1人減らしても、問題なく作業を完了し
ている。

　生産管理部・担当部長である根本治充
氏は、今回の刷版工程における自動化へ
の取り組みについて、「SCREENの提案や
支援には本当に感謝しています。当社の
MISの情報を基にさまざまな提案をいた
だき、また、急な要望にも柔軟に対応して
いただいたことが、今回のDCF運用の成
功につながったと確信しています」と、
SCREENのサポート体制についても高く
評価している。
　また、刷版チームでは、自動化によって
捻出できた空き時間を、今度は逆に他部
門への支援に充て、工場全体の効率化に
も貢献している。
　DCFによる自動化は、現時点で目標の
60～70％を達成できたと言う大山氏。し
かし、専任者を要する刷版作業が約30％
残っていることから、「これから1～2年以
内に自動化90％達成を目指していきたい」
と語る。
　同社では、印刷機に隣接させてCTPを
設置し、CTP版の準備は印刷オペレー
ターが必要なときに必要な分だけ出力す
るなど、物理的な移動時間を削減し、作業
の効率化を図っている。
　「DCFによる刷版工程の90％の自動化
に加え、残り10％の検査工程も自動化で
きれば、当社に『刷版』という工程自体がな
くなることもあり得ます。もし、その体制が
構築できれば、営業がデータを投げ込む
だけで印刷が完了するようなことが実現
するかもしれません」（西山氏）と、同社の
将来を見据える。

戸田工場 生産管理部 生産管理グループ
刷版チーム チームリーダー
大山 輝也 氏

繁忙期における
刷版工程の課題解決へ

「EQUIOS」を導入して
工程の一元管理を実現

「デジタルコンテンツファクトリー E2E」の導入により
人的ミスを排除
刷版工程の自動化運用を開始



東 京 支 店／03（5621）8266（代） 名古屋支店／052（218）6400（代）
北海道営業所／011（726）0707（代）

新潟営業所／025（241）0112（代） 長野営業所／026（224）5770（代）
京都営業所／0774（46）7533（代）

四国営業所／087（837）8151（代）

大 阪 支 店／06（6531）0333（代）
福 岡 支 店／092（436）7081（代） 東北営業所／022（224）1741（代）

静岡営業所／054（281）0955（代）
金沢営業所／076（292）2345（代） 中国営業所／082（264）6451（代）

※本カタログは、弊社のヒラギノフォントを使用しています。
※本カタログの各商品名は各社の商標・登録商標です。
※本カタログの仕様ならびに商品デザインは改良のため予告なしに変更されることがあります。
※本カタログに掲載している商品は、日本国内仕様です。
※本カタログは上記QRコードから最新版かどうかの判定が可能です。

〒135-0044 東京都江東区越中島一丁目1-1 ヤマタネ深川１号館

www.screen.co.jp/ga

No.390-012　V1-J　SCI　2021年11月改訂
印刷：Truepress Jet520HD　用紙：OKトップコート＋EF

DCF導入前
工務 刷版チーム

刷版チーム

制作

DCF導入後
工務

制作

PDF下版

工程設計 MIS

ページ割り付け

ジョブ作成
PDF登録
ページ割り付け

面付け選定
指示

面付け選定
ジョブ作成指示
PDF登録

入稿PDF選定
ダウンロード オペレーター CTP出力

CTP出力

専任者作業指図書

自動化フロー

クラウド
ストレージ

Text
CSV

PDF下版
入稿PDF選定
ダウンロード

クラウド
ストレージ Text

CSV

工程設計 MIS

　戸田工場の工場長である西山健児氏
は、「生産現場としては、品質で顧客ニーズ
に応えることが重要です。また、印刷品質
や納期だけでなく、製造する印刷物には
決算情報などが記載されるため、情報
漏えいを防ぐための高度なセキュリティー
体制が求められます。証券印刷で培った
絶対品質のモノづくりを継承し、デジタル
技術を効果的に取り入れて、お客さまの信
頼やニーズに対し、当社は常に絶対的な
品質でお応えしています」と、顧客を見据
えた品質管理の重要性を強調する。

　上場企業をメインに4,000社近くの取引
先を有する同社だが、そのうち約1,500社
の株主総会が毎年6月に開催される。その
ため総会関連の印刷物が集中し、同工場
にとっての繁忙期となる。副工場長の住田
竜彦氏は、「繁忙期の刷版工程は、まさに
激務といえるため、生産効率を向上させる
ことが急務でした」と述べる。
　同社の刷版チームは、4人体制で面付け、

検版、CTP出力を行っており、通常期であ
れば日勤だけで作業が完了する。しかし
繁忙期には、日勤・夜勤の24時間体制で
対応している。そこで、通常期から多能工
教育を進め、繁忙期にマンパワーが不足
しないよう備えている。
　生産管理部・刷版チームの大山輝也氏
は、「教育を受けた応援社員にもRIPの操
作を依頼しますが、やはり簡単な作業しか
頼めません。そのため、複雑な作業は当
チームの社員が行う必要があります。結果
として、当チームの社員の作業負荷は軽減
できませんでした」と、繁忙期の実情を振
り返る。
　加えて、多忙な中での作業は、さまざま
なミスが起きやすい。その中で大山氏が
特に問題視していたのが、ヒューマンエ
ラーの発生だ。この課題をSCREEN GP 
ジャパンの営業担当者に投げ掛けたとこ
ろ、自動化を基軸とした課題解決の提案

があったという。その提案こそが、今回の
「デジタルコンテンツファクトリー E2E（以
降、DCF）」の導入による刷版工程の自動
化だ。

　刷版工程の自動化に向けて同工場では、
まず2019年に「EQUIOS」を導入。それに
伴い、各拠点に設置していた他社製RIPを
廃止し、戸田工場だけに「EQUIOS」を導
入することでRIPを1台に集約。工程を一元
管理できる体制を構築している。
　生産管理部・グループリーダーの遠山
孝氏は、「導入以前は、同じ会社であっても
各拠点での設定を合わせることが難しく、
知らないうちに設定に差ができ、結果とし
てプルーフと印刷物に差異が生じることも
ありました。『EQUIOS』導入の際には、RIP
を戸田工場の1台に集約し、前工程のある
全拠点から戸田工場にアクセスすること
で、共通の設定で運用できるようにして
います」と振り返る。
　「EQUIOS」の導入・運用により、機能の

安定性や処理時間の短縮など、刷版工程
における効率化に効果があった。また、一
元管理による運用を開始したことで、他拠
点の進捗状況もリアルタイムで把握できる
ようになったという。
　同社では、「EQUIOS」の中に3,400種も
のテンプレートを所有している。「ジョブご
とに都度、テンプレートの作成から始めて
いたら時間がかかるため、オペレーターは
作業時間を縮めようと焦ってしまいます。
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　しかし、この運用では、知見のある専任
者が3,400種ものテンプレートの中から
案件に合致するものを選定・指示し、オペ
レーターがそのテンプレートを「EQUIOS」
で検索して、ジョブを作成しなければなら
ない。この選択時に間違いが起こる恐れも
ある。そこで、テンプレート選定やジョブ
作成作業の自動化を実現するために導入
されたのが「DCF」だ。

　DCFは、印刷業におけるDTP、製版、刷
版工程などのデジタル生産工程における
システム連携、設定、操作を、プログラム
不要で自動化するワークフロー自動化ソ
フトウエアだ。既存のパッケージ製品とは
異なり、時代の変化や業務の変更などに
合わせて、柔軟に処理工程の組み替えが

可能である。同社では、既設のMISと
「EQUIOS」を連携させることで、自動化
運用を構築した。
　MISの情報を基にDCFが最適なテンプ
レートを自動で指定し、「EQUIOS」にジョ
ブを自動作成する。これにより、従来は専
任者が必要だった作業を自動化でき、オ
ペレーターによるジョブ作成も不要となっ
たため、作業の大幅な効率化を実現。加え
て、大山氏が懸念していたヒューマンエ
ラーを抑制できるようになった。
　導入以前のヒューマンエラーの発生数
は年間86件。2021年4月のDCFの運用開
始直後に繁忙期（5月、6月）を迎え、その
間だけで約5,500件ものジョブを処理し
たが、現時点でヒューマンエラーの発生は
“0件”であるという。
　「年間86件という数字は、あくまでも確
認できた件数で、実際は、『ヒヤリハット』、
つまり検査工程によって未然に防止できた
ものを含めると、年間300件ぐらいはあっ
たと思います。しかし導入後、ヒューマンエ
ラーは全く発生していません。さらに、より
効率的な工程の見直しも進めています」
（大山氏）
　実際、総労働時間は12％減少し、面付
けの作業時間だけで見ると85％も減少す
るなど、驚異的な成果をもたらしている。ま
た、以前は2人体制だった面付け作業は、
運用開始後、通常期・繁忙期に関係なく常
に1人で対応できるようになった。単純計
算で作業性が50％向上したことになる。さ
らに、従来繁忙期に補充していた応援社
員を1人減らしても、問題なく作業を完了し
ている。

　生産管理部・担当部長である根本治充
氏は、今回の刷版工程における自動化へ
の取り組みについて、「SCREENの提案や
支援には本当に感謝しています。当社の
MISの情報を基にさまざまな提案をいた
だき、また、急な要望にも柔軟に対応して
いただいたことが、今回のDCF運用の成
功につながったと確信しています」と、
SCREENのサポート体制についても高く
評価している。
　また、刷版チームでは、自動化によって
捻出できた空き時間を、今度は逆に他部
門への支援に充て、工場全体の効率化に
も貢献している。
　DCFによる自動化は、現時点で目標の
60～70％を達成できたと言う大山氏。し
かし、専任者を要する刷版作業が約30％
残っていることから、「これから1～2年以
内に自動化90％達成を目指していきたい」
と語る。
　同社では、印刷機に隣接させてCTPを
設置し、CTP版の準備は印刷オペレー
ターが必要なときに必要な分だけ出力す
るなど、物理的な移動時間を削減し、作業
の効率化を図っている。
　「DCFによる刷版工程の90％の自動化
に加え、残り10％の検査工程も自動化で
きれば、当社に『刷版』という工程自体がな
くなることもあり得ます。もし、その体制が
構築できれば、営業がデータを投げ込む
だけで印刷が完了するようなことが実現
するかもしれません」（西山氏）と、同社の
将来を見据える。
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出典：『印刷ジャーナル（2021年8月25日号）』
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